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1　ま　え　が　さ

稲作の機械化が急速に進んで，コンバインによる稀の生

脱穀体系が実施されるようになったため，乾燥わらの確保

が難しくなり，稲わらの飼料利用法を再検討する必要が生

じてきた。

稲・大麦・牧草を主体とした水田高度利用技術体系化研

究の中で．大量に生産されるコンバイン排出生わらの有効

利用を図るため，機械化作業の容易なサイレージに調製し，

良質粗飼料と組合せた周年給与体系を前提とした場合の利

用法について検討した。

2　調　査　方　法

材料稲わらは．当場大規模水田は場で生産された普通型

コンバイン排出生わらを用いた。生わらは．けん引式のシ

リンダー型フォレージ・ハーベスタで約2佃に切断したの

ち，厚さ0．1mの透明ビニール布を用い，無添加方式でス

タックサイロに詰込み，全面を完全覆土し貯蔵した。

サイレージの給与は．スタンチョン方式によって飼養中

のホルスタイン種泌乳牛を用い調査期間中は牧草サイレー

ジを主体に若干の牧乾草を午後1回給与とし，生わらサイ

レージの給与は午前1回とした。なお，濱厚飼料は泌乳量

に応じ乳量の25～35％を搾乳時に給与した。

サイロ開封後の二次発酵を知るため，隔測温度計により

サイレージ内の温度を記録した。また，利用時期別サイレ

ージの生産率，利用率を明らかにするため．サイロ別の詰

込み量，出来上がり量．カどや萌敗などの損失量を調査し

た。

3　■訊　査　結　果

l）サイレージ調製

調製作業体系は図1に示すとおりであろ。刈取直後の生

わらの水分含量は65～70％であったが，コンバイン排出生

わらは破砕されているため．時間の経過と共に急速に乾燥

しやすく．また．稲わらに含まれている可溶性炭水化物は，

収穫後の処理の仕方に影響されるので．サイレージ調製は

収穫後早急に切断・貯蔵し，一日で詰込みを終了する作業

体系をとった。

シリンダー型フォレージ・ハーペスタにより切断された

ー211－

生わらの形状分布は，切断長が1（徹以下45％，1～2mが

36％，一万，切断径は2鼻■以上が44％を占め．生わらの中

空状態が目立った。
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図1　サイレージ調製作業体系

サイレージの品質は表1のとおりである。被覆ビニール

を除去するとサイレージ表面がやや退色し薄褐色を呈して

いたが，サイレージ内は材料特有の色沢と甘酸臭が感じら

れpE値も低く感覚的には良好と判定した。しかし．有機

酸組成の分析の結果，酪酸が検出されフリーク法では「可」

と評価された。

蓑1　サイレージ品質

サイロ
Nn
水分
（％）
p王Ⅰ

有機酸組成 （原物 ％） フ リーク法
評　 点総酸 乳酸 酢酸 酪酸

1 65．0 4．50 1．40 0．94 0．29 0．17 46

2 64．0 4．40 1．4 4 1．03 0．15 0．26 49

3 66．0 4．30 1．5 8 1．15 0 ．35 0．08 58

2）サイレージの利用

周年サイレージ方式によって飼雲中の泌乳牛に給与し，

採食量，及び牛乳生産量を調査した。無添加で調製された

生わらサイレージの1日1回の採食量は表2のとおりであ

る。

衰2　サイレージの採食性　　　（1頭当たり）

項目

給与量仙痍 採食量拗 採食

時間
1分）

採食速度
体重比
l％）原物 乾物 原物 乾物

乾 物
（た紗／80分）

平均 18．7 5．6 12．9 3．9 89．6 2．6 0．75

範囲
15 4．6 10 2．9 65

2．0 ～ 3．2
0．53

′〉20 へ′6．0 ′〉15 ′〉4．6 ～ 97 ～0．97

偏差 1．7 0．5 1．8 0．5 10．0 0．3 0．14
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採食性については，水分70％程度の生わらサイレージ単

独給与で，1日1頑当たり21～24極を採食した報告もあり，

本試験においても90分間で最大15吻（乾物4．6毎）を採会し

かなり嗜好性がよいことを示した。

良質粗飼料を基本とした飼養体系に．生わらサイレージ

を組入れて採食量，乳量を調査した結果は表3のとおりで

採食量及び乳量

ある0牧草サイレージを9吻（乾物）給与する飼葦条件下

での生わらサイレージの採食状態は・採食速度も他の粗勾

料と変らず・牧草サイレージと同様に残食がなく採食した。

粗飼料からの乾物摂取量は体重のほほ2％で・そのうち27

％が生わらサイレージからの摂取であった。また・牛乳生
産量に影響はみられなかった。

（乾 扮 吻 ／頭 ）

年 度 頭数 Ⅰ　 期 （10 日間 ） 皿　 期 （20 日間 ） Ⅲ　 期 （10 日間 ）

56 7

高 水 分

牧　 草
サ イ レー ジ

牧 乾 草 乳　 量
高 水 分
牧　 草

サ イ レ ー ジ

箸 イ㌘ ＿ 皇 乳 量 高 水 分
牧　 亀

サ イ レー ジ

牧 乾 草 乳　 量

9．2 3．2 16．4± 2．6 1 9．0 3．2 16．6士 2．28 9．3 2．9 16．7 ± 2．32

5 7 7

低 水 分

牧　 草

サ イ レー ジ
－ 乳　 量

低 水 分
牧　 草

サ イ レ ー ジ

生 わ ら

サ イ レー ジ
乳　 量

低 水 分
牧　 草

サ イ レー ジ
－ 乳　 量

12．3 － 20．1± 4．44 9．0 3．3 18 ．8± 4．0 5 1 2．1 ー 18．0 ± 3．38

表4　サイレージの圭産率及び利用率

詰 出上

が

生 利 利用率 l別 貯 利 利時

か 押 産 用
対

A

対

B

蔵

日

用

日

用
開量 来量 率 量 数 数 始期

眈痍 叱痍 （別 眈劇 （日） （日） R（月 日 ）

3，560 3．380 94．9 2．750 77．2 8 1．4 58 2 1 12．14
4，470 4．210 94．2 4，140 92．6 98．3 89 22 1．9
5，4 90 5．120 93．3 5，070 92．3 99．0 107 3 1 1．3 1
5．9 90 5，790 96．7 5，700 95．2 98．4 138 47 3．2
5，50 0 4，980 90．5 4，105 74．6 82．4 158 17 3．10
9，000 8．884 98．7 7，18 3 79．8 80 ．9 175 36 3．2 7
2．280 2．160 94．7 2，025 88．8 93．8 267 11 7．11
3．650 3，275 89．7 3．150 86．3 96．2 358 2 1 10 ．15
5，490 5，322 9‘．9 4．345 79．1 81．6 569 23 5．12

注・生産率こも／AxlOO，利用率＝利用量／AxlOO，
利用量／BXlOO

・．・．・．・．・．一サイレージ温度
一一一一気　温　最　高

給与時期5讐昌川
取出立190kg／日

10　　　　　　15　　　　19

経　過　日　数（日）

園2　サイレージ温度変化

度
（
℃
）

サイレ‾ジの生産軋利用率には，貯蔵期間や開封時期

の影響が考えられるので各サイロについて調査した。その

結果は表4に示すとおりで，出来上がり塵に対する利用率

は81～99％．平均89％で．利用時期と利用率の関係は明ら

かでなかったが．このことから周年的利用の可能性が示さ

れた。

生わらサイレージは．開封後二次発酵を起しやすいこと

から給与期間中，一定量を取り出したのち30（蘭内の部分の

温度を経時的に調査した結果は図2のとおりである。給与

期間中のサイレージ温度は気温の影響を受けたが，最高気

温が25～30℃でも開封後15日ころまでは15～20℃推移し

た0また，利用末期にはサイロの覆土を全面的に取り除い

たため．サイレージ温度がやや上昇したが．気温の影響と

思われ二次発酵はみられなかった。

4　ま　　と　　め

普通型コンバインで灰種した生わらのサイレージ利用に

ついて検討した。コンバイン排出生わらは収穫後速やかに

切断．貯蔵できるハーベスタを用い，無添加のまま一日体

系で諭製した。サイレージの品質は．酪酸が検出され評価

は落ちたが，乳牛の嗜好性もよく，1日1回の最大採食量

が15吻（乾物4．6吻）に達し．粗飼料給与体系に組入れた

飼養では，牛乳生産量に影響はみられなかった。給与期間

中のサイレージの温度はほほ一定で経過し．二次発酵もみ

られず利用率も高く周年利用の可能性が示された。

今後は，生わらサイレージの周年給与のため原料生わら

の確保と，高泌乳時の生わらサイレージ給与方法，及び貯

蔵法について検討する必要がある。
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